
(57)【要約】

【課題】　本発明は、移動量の小さな作動部材でスイッ

チング操作時の応答速度を速めることができると共に、

構造が簡単で製造が容易なアクチュエータを用いたスイ

ッチ装置を提供すること。

【解決手段】　第１の実施の形態のスイッチ装置１のア

クチュエータ４には、外部の作動部材６が押圧操作可能

な押圧部である凸部４ｄが形成され、支持部４ｂを筐体

２の回動支持部２ｃに回動可能に支持した状態で、作動

部材６を一方の側壁２ａと平行な矢印Ｄの一方向に移動

させると、凸部４ｄが一方の側壁２ａ側に押圧されてア

クチュエータ４が支持部４ｂを支点として回動可能にな

っており、作動部材６を矢印Ｄの一方向に移動させてア

クチュエータ４を矢印Ｅ方向に回動する時の凸部４ｄの

回動量が、作動部材６の一方向への移動量よりも大きい

。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 部 に ス イ ッ チ 回 路 が 形 成 さ れ た 筐 体 と 、 一 端 部 側 に 支 持 部 が 形 成 さ れ て 他 端 部 側 が 自
由 端 状 に 形 成 さ れ た ア ク チ ュ エ ー タ と 、 前 記 筐 体 の 一 方 の 側 壁 か ら 外 部 に 所 定 高 さ で 突 出
し て 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ の 回 動 に よ り 前 記 筐 体 内 部 に 押 し 込 ま れ て 前 記 ス イ ッ チ 回 路 を 切
り 換 え 可 能 な ス イ ッ チ 操 作 部 と を 備 え 、
前 記 ア ク チ ュ エ ー タ に は 、 外 部 の 作 動 部 材 が 押 圧 操 作 可 能 な 押 圧 部 が 形 成 さ れ 、 前 記 支 持
部 を 前 記 筐 体 に 回 動 可 能 に 支 持 し た 状 態 で 、 前 記 作 動 部 材 を 前 記 一 方 の 側 壁 と 平 行 な 一 方
向 に 移 動 さ せ る と 、 前 記 押 圧 部 が 前 記 一 方 の 側 壁 に 近 づ く 方 向 に 押 圧 さ れ て 前 記 ア ク チ ュ
エ ー タ が 前 記 支 持 部 を 支 点 と し て 回 動 可 能 に な っ て お り 、 前 記 作 動 部 材 を 一 方 向 に 移 動 さ
せ て 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ を 回 動 さ せ た 時 の 前 記 押 圧 部 の 回 動 量 が 、 前 記 作 動 部 材 の 前 記 一
方 向 へ の 移 動 量 よ り も 大 き く な る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る ス イ ッ チ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
  前 記 ア ク チ ュ エ ー タ は 、 弾 性 を 有 す る 板 状 部 材 か ら な り 、 前 記 押 圧 部 は 、 前 記 一 端 部 側
と 前 記 他 端 部 側 と の 間 に 、 前 記 筐 体 の 一 方 の 側 壁 か ら 離 れ る 方 向 に 逆 Ｖ 字 状 に 突 出 形 成 し
た 凸 部 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ス イ ッ チ 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 凸 部 は 、 前 記 一 端 部 側 に 対 す る 突 出 角 度 （ α ） が ４ ５ 度 以 上 に 形 成 さ れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の ス イ ッ チ 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
  内 部 に ス イ ッ チ 回 路 が 形 成 さ れ た 筐 体 と 、 一 端 部 側 に 支 持 部 が 形 成 さ れ て 他 端 部 側 が 自
由 端 状 に 形 成 さ れ た ア ク チ ュ エ ー タ と 、 前 記 筐 体 の 一 方 の 側 壁 か ら 外 部 に 所 定 高 さ で 突 出
し て 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ の 回 動 に よ り 前 記 筐 体 内 部 に 押 し 込 ま れ て 前 記 ス イ ッ チ 回 路 を 切
り 換 え 可 能 な ス イ ッ チ 操 作 部 と を 備 え 、
前 記 ア ク チ ュ エ ー タ に は 、 外 部 の 作 動 部 材 が 押 圧 操 作 可 能 な 押 圧 部 が 形 成 さ れ 、 前 記 支 持
部 を 前 記 筐 体 に 回 動 可 能 に 支 持 し た 状 態 で 、 前 記 作 動 部 材 を 前 記 一 方 の 側 壁 と 平 行 な 一 方
向 に 移 動 さ せ る と 、 前 記 押 圧 部 が 前 記 一 方 の 側 壁 に 近 づ く 方 向 に 押 圧 さ れ て 前 記 ア ク チ ュ
エ ー タ が 前 記 支 持 部 を 支 点 と し て 回 動 可 能 に な っ て お り 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ の 前 記 他 端
部 側 に は 、 前 記 他 端 部 側 を 前 記 一 方 の 側 壁 か ら 離 れ る 方 向 に 弾 性 付 勢 す る 付 勢 部 材 が 配 設
さ れ 、
前 記 操 作 部 材 を 、 前 記 一 方 向 に 移 動 さ せ て 前 記 押 圧 部 を 押 圧 し た 状 態 か ら 前 記 一 方 向 と 反
対 方 向 の 他 方 向 に 戻 す と 、 前 記 弾 性 部 材 の 付 勢 力 で 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ が 前 記 一 方 の 側 壁
か ら 離 れ る 方 向 に 回 動 す る こ と を 特 徴 と す る ス イ ッ チ 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
  前 記 ア ク チ ュ エ ー タ は 、 弾 性 を 有 す る 板 状 部 材 か ら な り 、 前 記 付 勢 部 材 は 、 前 記 他 端 部
側 の 一 部 を 前 記 筐 体 の 前 記 一 方 の 側 壁 側 に 片 持 ち 状 に 切 り 曲 げ 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ４ 記 載 の ス イ ッ チ 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 筐 体 の 一 方 の 側 壁 に は 、 前 記 付 勢 部 材 の 自 由 端 部 が 当 接 可 能 な 当 接 部 材 が 配 設 さ れ
、 前 記 作 動 部 材 に よ っ て 前 記 押 圧 部 が 前 記 一 方 の 側 壁 に 近 づ く 方 向 に 押 圧 さ れ る と 、 前 記
付 勢 部 材 の 前 記 自 由 端 部 が 前 記 当 接 部 材 に よ っ て 動 き が 規 制 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ５ 記 載 の ス イ ッ チ 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 付 勢 部 材 の 前 記 自 由 端 部 を 前 記 当 接 部 材 に 当 接 し た 状 態 で 、 前 記 作 動 部 材 を 前 記 一
方 向 に 移 動 さ せ て 前 記 押 圧 部 を 押 圧 す る と 、 前 記 付 勢 部 材 が 反 転 し て 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ
の 前 記 他 端 部 側 に 対 す る 付 勢 力 が 弱 く な り 、 前 記 他 端 部 側 が 前 記 ス イ ッ チ 操 作 部 を 前 記 筐
体 内 部 に 押 し 込 む 方 向 に 弾 性 変 形 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の ス イ ッ チ 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
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【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ス イ ッ チ 装 置 に 係 わ り 、 外 部 の 作 動 部 材 を 一 方 向 に 移 動 操 作 す る こ と に よ り
ア ク チ ュ エ ー タ が 作 動 部 材 の 移 動 方 向 と 直 交 す る 方 向 に 回 動 し て ス イ ッ チ 回 路 が 切 り 換 わ
る ス イ ッ チ 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の ス イ ッ チ 装 置 を 特 許 文 献 １ に 基 づ い て 図 ６ 、 図 ７ で 説 明 す る と 、 従 来 の ス イ ッ チ
装 置 ２ ０ は 、 筐 体 ２ １ が 配 設 さ れ 、 こ の 筐 体 ２ １ の 内 部 に 所 定 の ス イ ッ チ 回 路 （ 図 示 せ ず
） が 形 成 さ れ て い る 。 前 記 筐 体 ２ １ に は 、 内 部 の ス イ ッ チ 回 路 に 接 続 す る 複 数 の 端 子 部 ２
２ が 、 図 示 下 方 側 に 延 出 形 成 さ れ て い る 。
　 ま た 、 ア ク チ ュ エ ー タ ２ ３ は 、 金 属 板 か ら な り 、 図 示 左 側 の 取 付 脚 部 ２ ４ が 筐 体 ２ １ に
圧 入 等 で 固 着 さ れ て 筐 体 ２ １ と 一 体 化 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ ２ ３ は 、 取 付 脚 部 ２ ４ が 略 直 角 に 図 示 水 平 状 に 屈 曲 さ れ て 支 持 部 ２
５ が 形 成 さ れ 、 こ の 支 持 部 ２ ５ の 先 部 に は 、 取 付 脚 部 ２ ４ の 曲 げ 方 向 と 反 対 方 向 に 角 度 Ａ
（ 略 ３ ５ 度 ） で 屈 曲 形 成 し て 立 上 が り 部 ２ ６ が 形 成 さ れ て い る 。
　 ま た 、 立 上 が り 部 ２ ６ の 先 側 に は 、 支 持 部 ２ ５ と 略 平 行 な 接 触 部 形 成 部 ２ ７ が 形 成 さ れ
て い る 。
　 前 記 接 触 部 形 成 部 ２ ７ の 表 面 側 に は 、 傾 斜 状 の 立 上 が り 部 ２ ６ の 延 長 線 上 に 作 動 体 接 触
部 ２ ８ が 突 出 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 接 触 部 形 成 部 ２ ７ の 下 面 に は 、 筐 体 ２ １ か ら 所 定 高 さ で 上 方 に 突 出 す る ス イ ッ チ
操 作 部 ３ ０ が 形 成 さ れ 、 こ の ス イ ッ チ 操 作 部 ３ ０ が 接 触 部 形 成 部 ２ ７ に 押 圧 さ れ る と 、 下
方 に 降 下 し て 、 筐 体 ２ １ 内 部 の ス イ ッ チ 回 路 （ 図 示 せ ず ） が 切 り 換 わ る よ う に な っ て い る
。
　 ま た 、 ス イ ッ チ 装 置 ２ ０ の 外 部 に は 、 略 水 平 状 の ア ク チ ュ エ ー タ ２ ３ の 支 持 部 ２ ５ 上 に
、 矢 印 Ｂ 方 向 に 移 動 操 作 可 能 な 作 動 部 材 ３ １ が 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
  こ の よ う な 従 来 の ス イ ッ チ 装 置 ２ ０ は 、 図 ６ に 示 す 初 期 状 態 に お い て 、 ス イ ッ チ 操 作 部
３ ０ が 所 定 高 さ に 上 昇 し て 、 ア ク チ ュ ー タ ２ ３ の 支 持 部 ２ ５ と 接 触 部 形 成 部 ２ ７ と が 略 水
平 状 に な っ て い る 。
  こ の よ う な 初 期 状 態 に お い て 、 作 動 部 材 ３ １ を 図 示 右 方 向 の 矢 印 Ｂ 方 向 に 移 動 操 作 す る
と 、 ア ク チ ュ エ ー タ ２ ３ の 略 ３ ５ 度 で 傾 斜 す る 立 上 が り 部 ２ ６ が 押 圧 さ れ て 下 方 に 降 下 す
る 。 こ の 時 の 立 上 が り 部 ２ ６ の 降 下 量 は 、 作 動 部 材 ３ １ の 矢 印 Ｂ 方 向 の 移 動 量 よ り 小 さ い
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ し て 、 立 上 が り 部 ２ ６ が 降 下 す る こ と で 、 略 水 平 状 の 支 持 部 ２ ５ が 下 方 側 に 弾 性 変 形
し て 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 接 触 部 形 成 部 ２ ７ が 矢 印 Ｃ 方 向 に 回 動 す る 。
　 こ の こ と に よ り 、 ス イ ッ チ 操 作 部 ３ ０ が 接 触 部 形 成 部 ２ ７ に よ り 筐 体 ２ １ 内 部 に 押 し 込
ま れ て 、 筐 体 ２ １ 内 部 の ス イ ッ チ 回 路 が Ｏ Ｆ Ｆ か ら Ｏ Ｎ に 切 り 換 わ る よ う に な っ て い る 。
　 ま た 、 ス イ ッ チ 操 作 部 ３ ０ を 押 し 込 ん だ 状 態 か ら 、 作 動 部 材 ３ １ を 矢 印 Ｂ と 逆 方 向 に 移
動 さ せ る と 、 ス イ ッ チ 操 作 部 ３ ０ の 押 し 込 み が 解 除 さ れ 、 ア ク チ ュ エ ー タ ２ ３ が 自 身 の 弾
性 力 で 図 ６ に 示 す 初 期 状 態 に 復 帰 す る 。
　 こ の こ と に よ り 、 内 部 の ス イ ッ チ 回 路 が Ｏ Ｆ Ｆ す る よ う に な っ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ３ １ １ ０ ９ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し 、 従 来 の ス イ ッ チ 装 置 ２ ０ の ア ク チ ュ エ ー タ ２ ３ は 、 立 上 げ 部 ２ ６ の 角 度 Ａ が 略
３ ５ 度 に 形 成 し て い る の で 、 作 動 部 材 ３ １ の 矢 印 Ｂ 方 向 の 移 動 量 よ り 立 上 が り 部 ２ ６ の 回
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動 量 が 小 さ い 。
　 そ の た め に 、 ス イ ッ チ 操 作 部 ３ ０ を 筐 体 ２ １ 内 部 に 押 し 込 む ス イ ッ チ ン グ 操 作 時 の 作 動
部 材 ３ １ の 矢 印 Ｂ 方 向 へ の 移 動 量 が 大 き く な る 問 題 が あ っ た 。
　 こ の よ う な 作 動 部 材 ３ １ の 移 動 量 が 大 き い と 、 ス イ ッ チ 操 作 部 ３ ０ の 押 し 込 み 速 度 が 遅
く な り 、 ス イ ッ チ ン グ 操 作 時 の 応 答 速 度 が 遅 く な る お そ れ が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
  ま た 、 ア ク チ ュ ー タ ２ ３ は 、 取 付 脚 部 ２ ４ と 、 こ の 取 付 脚 部 ２ ４ を 略 直 角 の 水 平 状 に 屈
曲 し た 支 持 部 ２ ５ と 、 こ の 支 持 部 ２ ５ の 先 部 を 上 方 に 角 度 Ａ （ 例 え ば ３ ５ 度 ） 屈 曲 形 成 し
た 立 上 が り 部 ２ ６ と 、 こ の 立 上 が り 部 ２ ６ の 先 側 に 形 成 し た 接 触 部 形 成 部 ２ ７ と 、 こ の 接
触 部 形 成 部 ２ ７ の 表 面 側 に 突 出 形 成 し た 作 動 体 接 触 部 ２ ８ と で 構 成 さ れ て い る 。 そ の た め
に 、 ア ク チ ュ エ ー タ ２ ３ の 加 工 が 複 雑 と な る 問 題 が あ っ た 。
  本 発 明 は 、 前 述 し た よ う な 課 題 を 解 決 し 、 移 動 量 の 小 さ な 作 動 部 材 で ス イ ッ チ ン グ 操 作
時 の 応 答 速 度 を 向 上 で き る と 共 に 、 構 造 が 簡 単 で 製 造 が 容 易 な ア ク チ ュ エ ー タ を 用 い た ス
イ ッ チ 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
  前 記 課 題 を 解 決 す る た め の 第 １ の 手 段 と し て 本 発 明 の ス イ ッ チ 装 置 は 、 内 部 に ス イ ッ チ
回 路 が 形 成 さ れ た 筐 体 と 、 一 端 部 側 に 支 持 部 が 形 成 さ れ て 他 端 部 側 が 自 由 端 状 に 形 成 さ れ
た ア ク チ ュ エ ー タ と 、 前 記 筐 体 の 一 方 の 側 壁 か ら 外 部 に 所 定 高 さ で 突 出 し て 前 記 ア ク チ ュ
エ ー タ の 回 動 に よ り 前 記 筐 体 内 部 に 押 し 込 ま れ て 前 記 ス イ ッ チ 回 路 を 切 り 換 え 可 能 な ス イ
ッ チ 操 作 部 と を 備 え 、
前 記 ア ク チ ュ エ ー タ に は 、 外 部 の 作 動 部 材 が 押 圧 操 作 可 能 な 押 圧 部 が 形 成 さ れ 、 前 記 支 持
部 を 前 記 筐 体 に 回 動 可 能 に 支 持 し た 状 態 で 、 前 記 作 動 部 材 を 前 記 一 方 の 側 壁 と 平 行 な 一 方
向 に 移 動 さ せ る と 、 前 記 押 圧 部 が 前 記 一 方 の 側 壁 に 近 づ く 方 向 に 押 圧 さ れ て 前 記 ア ク チ ュ
エ ー タ が 前 記 支 持 部 を 支 点 と し て 回 動 可 能 に な っ て お り 、 前 記 作 動 部 材 を 一 方 向 に 移 動 さ
せ て 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ を 回 動 さ せ た 時 の 前 記 押 圧 部 の 回 動 量 が 、 前 記 作 動 部 材 の 前 記 一
方 向 へ の 移 動 量 よ り も 大 き く な る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 。
  ま た 、 前 記 課 題 を 解 決 す る た め の 第 ２ の 手 段 と し て 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ は 、 弾 性 を 有
す る 板 状 部 材 か ら な り 、 前 記 押 圧 部 は 、 前 記 一 端 部 側 と 前 記 他 端 部 側 と の 間 に 、 前 記 筐 体
の 一 方 の 側 壁 か ら 離 れ る 方 向 に 逆 Ｖ 字 状 に 突 出 形 成 し た 凸 部 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ 記 載 の ス イ ッ チ 装 置 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 前 記 課 題 を 解 決 す る た め の 第 ３ の 手 段 と し て 、 前 記 凸 部 は 、 前 記 一 端 部 側 に 対 す
る 突 出 角 度 （ α ） が ４ ５ 度 以 上 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
  ま た 、 前 記 課 題 を 解 決 す る た め の 第 ４ の 手 段 と し て 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の ス イ ッ
チ 装 置 は 、 内 部 に ス イ ッ チ 回 路 が 形 成 さ れ た 筐 体 と 、 一 端 部 側 に 支 持 部 が 形 成 さ れ て 他 端
部 側 が 自 由 端 状 に 形 成 さ れ た ア ク チ ュ エ ー タ と 、 前 記 筐 体 の 一 方 の 側 壁 か ら 外 部 に 所 定 高
さ で 突 出 し て 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ の 回 動 に よ り 前 記 筐 体 内 部 に 押 し 込 ま れ て 前 記 ス イ ッ チ
回 路 を 切 り 換 え 可 能 な ス イ ッ チ 操 作 部 と を 備 え 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ に は 、 外 部 の 作 動 部
材 が 押 圧 操 作 可 能 な 押 圧 部 が 形 成 さ れ 、 前 記 支 持 部 を 前 記 筐 体 に 回 動 可 能 に 支 持 し た 状 態
で 、 前 記 作 動 部 材 を 前 記 一 方 の 側 壁 と 平 行 な 一 方 向 に 移 動 さ せ る と 、 前 記 押 圧 部 が 前 記 一
方 の 側 壁 に 近 づ く 方 向 に 押 圧 さ れ て 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ が 前 記 支 持 部 を 支 点 と し て 回 動 可
能 に な っ て お り 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ の 前 記 他 端 部 側 に は 、 前 記 他 端 部 側 を 前 記 一 方 の 側
壁 か ら 離 れ る 方 向 に 弾 性 付 勢 す る 付 勢 部 材 が 配 設 さ れ 、
前 記 操 作 部 材 を 、 前 記 一 方 向 に 移 動 さ せ て 前 記 押 圧 部 を 押 圧 し た 状 態 か ら 前 記 一 方 向 と 反
対 方 向 の 他 方 向 に 戻 す と 、 前 記 弾 性 部 材 の 付 勢 力 で 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ が 前 記 一 方 の 側 壁
か ら 離 れ る 方 向 に 回 動 す る こ と を 特 徴 と す る 。
  ま た 、 前 記 課 題 を 解 決 す る た め の 第 ５ の 手 段 と し て 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ は 、 弾 性 を 有
す る 板 状 部 材 か ら な り 、 前 記 付 勢 部 材 は 、 前 記 他 端 部 側 の 一 部 を 前 記 筐 体 の 前 記 一 方 の 側
壁 側 に 片 持 ち 状 に 切 り 曲 げ 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 。
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【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 前 記 課 題 を 解 決 す る た め の 第 ６ の 手 段 と し て 、 前 記 筐 体 の 一 方 の 側 壁 に は 、 前 記
付 勢 部 材 の 自 由 端 部 が 当 接 可 能 な 当 接 部 材 が 配 設 さ れ 、 前 記 作 動 部 材 に よ っ て 前 記 押 圧 部
が 前 記 一 方 の 側 壁 に 近 づ く 方 向 に 押 圧 さ れ る と 、 前 記 付 勢 部 材 の 前 記 自 由 端 部 が 前 記 当 接
部 材 に よ っ て 動 き が 規 制 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
　 ま た 、 前 記 課 題 を 解 決 す る た め の 第 ７ の 手 段 と し て 、 前 記 付 勢 部 材 の 前 記 自 由 端 部 を 前
記 当 接 部 材 に 当 接 し た 状 態 で 、 前 記 作 動 部 材 を 前 記 一 方 向 に 移 動 さ せ て 前 記 押 圧 部 を 押 圧
す る と 、 前 記 付 勢 部 材 が 反 転 し て 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ の 前 記 他 端 部 側 に 対 す る 付 勢 力 が 弱
く な り 、 前 記 他 端 部 側 が 前 記 ス イ ッ チ 操 作 部 を 前 記 筐 体 内 部 に 押 し 込 む 方 向 に 弾 性 変 形 す
る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
  本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の ス イ ッ チ 装 置 の ア ク チ ュ エ ー タ に は 、 外 部 の 作 動 部 材 が 押
圧 操 作 可 能 な 押 圧 部 が 形 成 さ れ 、 支 持 部 を 筐 体 に 回 動 可 能 に 支 持 し た 状 態 で 、 作 動 部 材 を
一 方 の 側 壁 と 平 行 な 一 方 向 に 移 動 さ せ る と 、 押 圧 部 が 一 方 の 側 壁 に 近 づ く 方 向 に 押 圧 さ れ
て ア ク チ ュ エ ー タ が 支 持 部 を 支 点 と し て 回 動 可 能 に な っ て お り 、 作 動 部 材 を 一 方 向 に 移 動
さ せ て ア ク チ ュ エ ー タ を 回 動 さ せ た 時 の 押 圧 部 の 回 動 量 が 、 作 動 部 材 の 一 方 向 へ の 移 動 量
よ り も 大 き く な る よ う に し た の で 、 作 動 部 材 の 小 さ な 移 動 量 で 押 圧 部 を 大 き く 回 動 さ せ る
こ と が で き 、 ス イ ッ チ 操 作 部 を 迅 速 に 押 し 下 げ る こ と が で き る 。
　 そ の た め に 、 筐 体 内 部 の ス イ ッ チ 回 路 切 り 換 え の 応 答 速 度 を 向 上 で き る 。
  ま た 、 ア ク チ ュ エ ー タ は 、 弾 性 を 有 す る 板 状 部 材 か ら な り 、 押 圧 部 は 、 一 端 部 側 と 他 端
部 側 と の 間 に 、 筐 体 の 一 方 の 側 壁 か ら 離 れ る 方 向 に 逆 Ｖ 字 状 に 突 出 形 成 し た 凸 部 か ら な る
の で 、 プ レ ス 加 工 等 で 凸 部 を 容 易 に 形 成 す る こ と が で き 、 ア ク チ ュ エ ー タ の 製 造 が 容 易 で
あ る 。
　 ま た 、 凸 部 は 、 一 端 部 側 に 対 す る 突 出 角 度 （ α ） が ４ ５ 度 以 上 に 形 成 さ れ て い る の で 、
作 動 部 材 の 移 動 量 よ り 押 圧 部 で あ る 凸 部 の 回 動 量 を 確 実 に 大 き く で き る 。 そ の た め に 、 ス
イ ッ チ 回 路 切 り 換 え の 応 答 速 度 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の ア ク チ ュ エ ー タ に は 、 外 部 の 作 動 部 材 が 押 圧 操 作 可
能 な 押 圧 部 が 形 成 さ れ 、 支 持 部 を 筐 体 に 回 動 可 能 に 支 持 し た 状 態 で 、 作 動 部 材 を 一 方 の 側
壁 と 平 行 な 一 方 向 に 移 動 さ せ る と 、 押 圧 部 が 一 方 の 側 壁 に 近 づ く 方 向 に 押 圧 さ れ て ア ク チ
ュ エ ー タ が 支 持 部 を 支 点 と し て 回 動 可 能 に な っ て お り 、 ア ク チ ュ エ ー タ の 他 端 部 側 に は 、
他 端 部 側 を 一 方 の 側 壁 か ら 離 れ る 方 向 に 弾 性 付 勢 す る 付 勢 部 材 が 配 設 さ れ 、 操 作 部 材 を 、
一 方 向 に 移 動 さ せ て 押 圧 部 を 押 圧 し た 状 態 か ら 一 方 向 と 反 対 方 向 の 他 方 向 に 戻 す と 、 弾 性
部 材 の 付 勢 力 で ア ク チ ュ エ ー タ が 一 方 の 側 壁 か ら 離 れ る 方 向 に 回 動 す る の で 、 ス イ ッ チ 押
圧 部 の 復 帰 力 が 弱 く て も ア ク チ ュ エ ー タ を 確 実 に 初 期 状 態 に 戻 す こ と が で き る 。
  ま た 、 ア ク チ ュ エ ー タ は 、 弾 性 を 有 す る 板 状 部 材 か ら な り 、 付 勢 部 材 は 、 他 端 部 側 の 一
部 を 筐 体 の 一 方 の 側 壁 側 に 片 持 ち 状 に 切 り 曲 げ 形 成 し た の で 、 付 勢 部 材 を ア ク チ ュ エ ー タ
に 一 体 形 成 で き 、 組 立 性 が 良 い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 筐 体 の 一 方 の 側 壁 に は 、 付 勢 部 材 の 自 由 端 部 が 当 接 可 能 な 当 接 部 材 が 配 設 さ れ 、
作 動 部 材 に よ っ て 押 圧 部 が 一 方 の 側 壁 に 近 づ く 方 向 に 押 圧 さ れ る と 、 付 勢 部 材 の 自 由 端 部
が 当 接 部 材 に よ っ て 動 き が 規 制 さ れ る の で 、 当 接 部 材 に 自 由 端 部 を 当 接 さ せ る こ と で 、 付
勢 部 材 の 付 勢 力 が 大 き く な り 、 更 に 確 実 に ア ク チ ュ エ ー タ を 初 期 状 態 に 戻 す こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 付 勢 部 材 の 自 由 端 部 を 当 接 部 材 に 当 接 し た 状 態 で 、 作 動 部 材 を 一 方 向 に 移 動 さ せ
て 押 圧 部 を 押 圧 す る と 、 付 勢 部 材 が 反 転 し て ア ク チ ュ エ ー タ の 他 端 部 側 に 対 す る 付 勢 力 が
弱 く な り 、 他 端 部 側 が ス イ ッ チ 操 作 部 を 筐 体 内 部 に 押 し 込 む 方 向 に 弾 性 変 形 す る の で 、 ス
イ ッ チ 操 作 部 を 更 に 迅 速 に 筐 体 内 部 に 更 に 押 し 込 ん で ス イ ッ チ 回 路 切 り 換 え の 応 答 速 度 を
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更 に 向 上 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 本 発 明 の ス イ ッ チ 装 置 の 第 １ 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図
１ は 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の ス イ ッ チ ン グ 操 作 前 の 側 面 図 で あ り 、 図 ２ は 図 １ の ス イ
ッ チ ン グ 操 作 を 説 明 す る 側 面 図 で あ り 、 図 ３ は 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の ス イ ッ チ ン グ
操 作 前 の 側 面 図 で あ り 、 図 ４ 、 図 ５ は 図 １ の ス イ ッ チ ン グ 操 作 を 説 明 す る 側 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま ず 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の ス イ ッ チ 装 置 １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 内 部 に ス イ ッ チ 回 路
（ 図 示 せ ず ） が 形 成 さ れ た 樹 脂 材 料 等 の 絶 縁 材 料 か ら な る 筐 体 ２ が 配 設 さ れ て い る 。 こ の
筐 体 ２ は 、 図 示 上 部 に 一 方 の 側 壁 ２ ａ が 形 成 さ れ 、 図 示 下 部 に 他 方 の 側 壁 ２ ｂ が 形 成 さ れ
て い る 。
　 前 記 筐 体 ２ の 他 方 の 側 壁 ２ ｂ か ら は 、 内 部 の ス イ ッ チ 回 路 に 接 続 さ れ た 複 数 の 端 子 部 ３
が 延 出 形 成 さ れ て い る 。
  ま た 、 筐 体 ２ の 一 方 の 側 壁 ２ ａ の 図 示 左 側 に は 、 後 述 す る ア ク チ ュ エ ー タ ４ を 回 動 可 能
に 支 持 す る 回 動 支 持 部 ２ ｃ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
  ま た 、 筐 体 ２ の 回 動 支 持 部 ２ ｃ に は 、 弾 性 を 有 す る 板 状 部 材 か ら な る ア ク チ ュ ー タ ４ が
回 動 可 能 に 支 持 さ れ 、 こ の ア ク チ ュ エ ー タ ４ は 、 図 示 左 側 の 一 端 部 側 ４ ａ に 支 持 部 ４ ｂ が
形 成 さ れ て 、 支 持 部 ４ ｂ が 筐 体 ２ の 回 動 支 持 部 ２ ｃ に 片 持 ち 支 持 さ れ て い る 。 そ し て 、 ア
ク チ ュ エ ー タ ４ の 図 示 右 側 の 他 端 部 側 ４ ｃ が 自 由 端 状 に 形 成 さ れ て い る 。 前 記 一 端 部 側 ４
ａ と 他 端 部 側 ４ ｃ と は 、 同 一 平 面 に な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。
　 ま た 、 ア ク チ ュ エ ー タ ４ は 、 一 端 部 側 ４ ａ と 他 端 部 側 ４ ｃ と の 間 に 、 押 圧 部 で あ る 凸 部
４ ｄ が 形 成 さ れ 、 こ の 凸 部 ４ ｄ は 、 筐 体 ２ の 一 方 の 側 壁 ２ ａ か ら 離 れ る 方 向 の 図 示 上 方 に
逆 Ｖ 字 状 に 突 出 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 記 凸 部 ４ ｄ の 突 出 角 度 α は 、 一 端 部 側 ４ ａ の 延 長 線 Ｆ に 対 し て ４ ５ 度 以 上 に 形 成 さ れ
て い る 。
　 ま た 、 筐 体 ２ の 一 方 の 側 壁 ２ ａ の 図 示 右 側 に は 、 所 定 高 さ で 筐 体 ２ 外 部 に 突 出 す る ス イ
ッ チ 操 作 部 ５ が 形 成 さ れ 、 こ の ス イ ッ チ 操 作 部 ５ が 筐 体 ２ 内 部 に 押 し 込 ま れ る と 、 筐 体 ２
内 部 の ス イ ッ チ 回 路 が 切 り 換 わ る よ う に な っ て い る 。
　 ま た 、 ア ク チ ュ エ ー タ ４ の 強 度 は 、 ス イ ッ チ 操 作 部 ５ を 筐 体 ２ 外 部 に 弾 性 付 勢 す る 付 勢
力 が 強 く て も 押 し 込 み 可 能 に な っ て い る 。
　 そ の た め に 、 ア ク チ ュ エ ー タ を 回 動 さ せ て ス イ ッ チ 操 作 部 ５ を 押 し 下 げ て も 、 ア ク チ ュ
エ ー タ ４ が 変 形 し な い よ う な 強 度 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 の ス イ ッ チ 装 置 １ の 図 示 左 上 方 に は 、 外 部 の 例 え ば 自 動 車 等 に 取 り 付 け ら
れ た シ ー ト ベ ル ト 装 置 の バ ッ ク ル に 係 合 さ せ て 装 着 可 能 な タ ン グ 等 に 支 持 可 能 な 作 動 部 材
６ が 配 設 さ れ て い る 。
　 前 記 作 動 部 材 ６ は 、 筐 体 ２ の 一 方 の 側 壁 ２ ａ と 平 行 な 矢 印 Ｄ 方 向 に 移 動 操 作 可 能 に な っ
て お り 、 図 １ に 示 す 初 期 状 態 に お け る 作 動 部 材 ６ は 、 先 端 部 が 上 昇 位 置 に あ る ア ク チ ュ エ
ー タ ４ の 傾 斜 角 度 α （ ４ ５ 度 以 上 ） の 凸 部 ４ ｄ の 斜 面 に 接 し た 状 態 に な っ て い る 。       
                       
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 筐 体 ２ の 一 方 の 側 壁 ２ ａ の 図 示 右 側 に は 、 筐 体 ２ 外 部 側 に 所 定 高 さ で 突 出 す る よ
う に 弾 性 付 勢 さ れ た ス イ ッ チ 操 作 部 ５ が 形 成 さ れ 、 こ の ス イ ッ チ 操 作 部 ５ が 筐 体 ２ 内 部 に
押 し 込 ま れ る と 、 筐 体 ２ 内 部 の ス イ ッ チ 回 路 が 切 り 換 わ る よ う に な っ て い る 。
  こ の よ う な 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の ス イ ッ チ 装 置 １ の ス イ ッ チ ン グ 操 作 は 、 作 動 部
材 ６ を 矢 印 Ｄ 方 向 の 一 方 向 に 移 動 操 作 す る と 、 作 動 部 材 ６ の 先 端 部 が 、 一 方 の 側 壁 ２ ａ に
近 づ く 方 向 に 凸 部 ４ ｄ を 押 圧 す る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
　 す る と 、 ア ク チ ュ エ ー タ ４ は 、 支 持 部 ４ ｂ を 支 点 と し て 矢 印 Ｅ 方 向 に 回 動 し 、 他 端 部 側
４ ｃ が ス イ ッ チ 操 作 部 ５ を 下 方 の 筐 体 ２ 内 部 に 押 し 込 む 。
　 こ の こ と に よ り 、 筐 体 ２ 内 部 の ス イ ッ チ 回 路 （ 図 示 せ ず ） が Ｏ Ｆ Ｆ か ら Ｏ Ｎ に 切 り 換 わ
る 。
  ま た 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 凸 部 ４ ｄ を 下 方 に 押 圧 操 作 し た 状 態 の 作 動 部 材 ６ を 、 矢 印 Ｄ
と 逆 方 向 に 戻 す と 、 ア ク チ ュ エ ー タ ４ に よ り 矢 印 Ｅ 方 向 に 押 圧 さ れ て い た ス イ ッ チ 操 作 部
５ が 上 昇 し て 、 筐 体 ２ 内 部 の ス イ ッ チ 回 路 が Ｏ Ｎ か ら Ｏ Ｆ Ｆ に 切 り 換 わ る 。
  前 記 ス イ ッ チ 操 作 部 ５ が 初 期 状 態 に 上 昇 す る の に 伴 っ て 、 ア ク チ ュ エ ー タ ４ も 図 １ に 示
す よ う な 初 期 状 態 に 復 帰 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の よ う な 第 １ の 実 施 の 形 態 の ス イ ッ チ 装 置 １ は 、 押 圧 部 で あ る 凸 部 ４ ｄ の 突 出 角 度 α
が ４ ５ 度 以 上 に 形 成 さ れ て い る の で 、 作 動 部 材 ６ を 矢 印 Ｄ の 一 方 向 に 移 動 さ せ て 、 ア ク チ
ュ エ ー タ ４ を 回 動 さ せ た 時 の 押 圧 部 で あ る 凸 部 ４ ｄ の 回 動 量 が 、 作 動 部 材 ６ の 矢 印 Ｄ の 一
方 向 へ の 移 動 量 よ り 大 き い 。
　 そ の た め に 、 作 動 部 材 ６ の 矢 印 Ｄ の 一 方 向 の 移 動 量 が 小 さ く て も 、 ア ク チ ュ エ ー タ ４ の
矢 印 Ｅ 方 向 へ の 回 動 量 を 大 き く で き 、 筐 体 ２ 内 部 の ス イ ッ チ 回 路 の 切 り 換 え の 応 答 速 度 を
向 上 で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の よ う な 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の ス イ ッ チ 装 置 １ は 、 作 動 部 材 ６ の 小 さ な 移 動 量
で ア ク チ ュ エ ー タ ４ を 大 き く 回 動 さ せ る こ と が で き 、 ス イ ッ チ 操 作 部 ５ の 押 し 込 み 速 度 を
速 く し て ス イ ッ チ ン グ 操 作 時 の 応 答 速 度 を 向 上 で き る 。
  ま た 、 ア ク チ ュ エ ー タ ４ は 、 一 端 部 側 ４ ａ に 支 持 部 ４ ｂ を 形 成 す る と 共 に 、 一 端 部 側 ４
ａ と 他 端 部 側 ４ ｃ と の 間 に 逆 Ｖ 字 状 の 押 圧 部 で あ る 凸 部 ４ ｄ が 形 成 し た の で 、 ア ク チ ュ エ
ー タ ４ の 構 造 が 簡 単 で プ レ ス 等 に よ る 製 造 が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 尚 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 で は 、 ア ク チ ュ エ ー タ ４ が 、 ス イ ッ チ 操 作 部 ５ の 上 方 へ
の 付 勢 力 で 初 期 状 態 の 復 帰 す る こ と で 説 明 し た が 、 支 持 部 ４ ｂ 側 に 捻 り コ イ ル バ ネ （ 図 示
せ ず ） 等 を 配 置 し て 、 ア ク チ ュ エ ー タ ４ を 上 方 に 付 勢 す る よ う に し て も 良 い 。
　 ま た 、 作 動 部 材 ６ は 、 先 端 部 を ア ー ル 状 に し た も の で 説 明 し た が 、 先 端 部 を ア ー ル 状 で
な く 角 状 に し た も の で も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の ス イ ッ チ 装 置 １ １ を 図 ３ ～ 図 ５ に 基 づ い て 説 明 す る
。 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 じ 構 成 の も の は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 じ 番 号 を 付 し て 詳 細 な 説
明 は 省 略 す る 。
　 ま ず 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の ス イ ッ チ 装 置 １ １ は 、 ア ク チ ュ エ ー タ １ ２ が 、 図 ３
に 示 す よ う に 、 左 側 の 一 端 部 側 １ ２ ａ に 支 持 部 １ ２ ｂ が 形 成 さ れ 、 こ の 支 持 部 １ ２ ｂ が 筐
体 ２ の 回 動 支 持 部 ２ ｃ に 片 持 ち 支 持 さ れ て 、 図 示 右 側 の 他 端 部 側 １ ２ ｃ が 自 由 端 状 に 形 成
さ れ て い る 。
　 そ し て 、 一 端 部 側 １ ２ ａ と 他 端 部 側 １ ２ ｃ と が 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 同 一 平 面
に な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 ア ク チ ュ エ ー タ １ ２ は 、 一 端 部 側 １ ２ ａ と 他 端 部 側 １ ２ ｃ と の 間 に 、 押 圧 部 で あ
る 凸 部 １ ２ ｄ が 形 成 さ れ 、 こ の 凸 部 １ ２ ｄ は 、 筐 体 ２ の 一 方 の 側 壁 ２ ａ か ら 離 れ る 方 向 の
図 示 上 方 に 逆 Ｖ 字 状 に 突 出 形 成 さ れ て い る 。
　 前 記 凸 部 １ ２ ｄ の 突 出 角 度 α は 、 一 端 部 側 １ ２ ａ の 延 長 線 Ｆ に 対 し て ４ ５ 度 以 上 に 形 成
さ れ て い る 。
　 ま た 、 ア ク チ ュ エ ー タ １ ２ は 、 弾 性 を 有 す る 板 状 部 材 、 例 え ば リ ン 青 銅 板 あ る い は ス テ
ン レ ス 板 等 の 金 属 板 か ら な り 、 他 端 部 側 １ ２ ｃ に は 、 他 端 部 側 １ ２ ｃ を 一 方 の 側 壁 ２ ａ か
ら 離 れ る 方 向 （ 図 示 上 方 ） に 弾 性 付 勢 す る 付 勢 部 材 １ ３ が 一 体 形 成 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ２ ８ 】
　 前 記 付 勢 部 材 １ ３ は 、 ア ク チ ュ エ ー タ １ ２ の 他 端 部 側 １ ２ ｃ の 一 部 を 一 方 の 側 壁 ２ ａ 側
に 片 持 ち 状 に 切 り 曲 げ 形 成 し て い る 。
  ま た 、 筐 体 ２ の 一 方 の 側 壁 ２ ａ に は 、 片 持 ち 状 の 付 勢 部 材 １ ３ の 自 由 端 部 が 当 接 可 能 な
当 接 部 材 １ ４ が 固 着 さ れ て お り 、 作 動 部 材 ６ を 矢 印 Ｄ 方 向 に 移 動 さ せ て 、 押 圧 部 で あ る 凸
部 １ ２ ｄ を 一 方 の 側 壁 ２ ａ に 近 づ く 方 向 の 図 示 下 方 側 に 押 圧 す る と 、 付 勢 部 材 １ ３ は 、 自
由 端 部 が 当 接 部 材 １ ４ の ス ト ッ パ 部 １ ４ ａ に よ っ て 動 き が 規 制 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の よ う な 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の ス イ ッ チ 装 置 １ １ の ス イ ッ チ ン グ 操 作 は 、 作 動
部 材 ６ を 矢 印 Ｄ 方 向 の 一 方 向 に 移 動 操 作 す る と 、 作 動 部 材 ６ の 先 端 部 が 、 凸 部 １ ２ ｄ を 押
圧 す る と 、 凸 部 １ ２ ｄ が 一 方 の 側 壁 ２ ａ に 近 づ く 方 向 の 下 方 側 に 押 圧 さ れ る 。
　 す る と 、 ア ク チ ュ エ ー タ １ ２ は 、 支 持 部 １ ２ ｂ を 支 点 と し て 他 端 部 側 １ ２ ｃ が 矢 印 Ｇ 方
向 に 回 動 し て 、 ス イ ッ チ 操 作 部 ５ を 下 方 の 筐 体 ２ 内 部 に 押 し 込 む 。
　 同 時 に 付 勢 部 材 １ ３ の 自 由 端 部 が 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 当 接 部 材 １ ２ の ス ト ッ パ 部 １ ４
ａ に よ っ て 動 き が 規 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の 時 の ア ク チ ュ エ ー タ ４ は 、 付 勢 部 材 １ ３ に よ っ て 他 端 部 側 １ ２ ｃ が 一 方 の 側 壁 ２ ａ
か ら 離 れ る 方 向 に 弾 性 付 勢 さ れ る が 、 付 勢 部 材 １ ３ の 付 勢 力 は 、 他 端 部 側 １ ２ ｃ を 上 方 に
弾 性 変 形 さ せ る ほ ど で は な い 。
  次 ぎ に 、 図 ４ に 示 す 状 態 か ら 、 作 動 部 材 ６ を 更 に 矢 印 Ｄ の 一 方 向 に 移 動 さ せ る と 、 ア ク
チ ュ エ ー タ １ ２ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 凸 部 １ ２ ｄ が 更 に 下 方 に 押 圧 さ れ る 。
　 こ の こ と に よ り 、 板 状 の 付 勢 部 材 １ ３ が 上 方 に 反 転 し て 、 他 端 部 側 １ ２ ｃ を 上 方 に 付 勢
し て い た 付 勢 力 が 急 速 に 弱 ま る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 そ し て 、 ア ク チ ュ エ ー タ １ ２ の 他 端 部 側 １ ２ ｃ に は 、 ス イ ッ チ 操 作 部 ５ を 、 更 に 筐 体 ２
内 部 に 押 し 込 む 方 向 の 付 勢 力 が 発 生 し て 、 ス イ ッ チ 操 作 部 ５ が 更 に 筐 体 ２ 内 部 に 押 し 込 ま
れ る 。
　 ま た 、 図 ５ に 示 す よ う な 、 付 勢 部 材 １ ３ が 反 転 し た 状 態 か ら 、 作 動 部 材 ６ を 矢 印 Ｄ と 逆
方 向 の 初 期 状 態 に 戻 す と 、 反 転 し て い た 付 勢 部 材 １ ３ が 図 ４ に 示 す よ う な 弾 政 変 形 状 態 に
復 帰 し て 、 ア ク チ ュ エ ー タ １ ２ の 他 端 部 側 １ ２ ｃ が 上 方 に 弾 性 付 勢 さ れ る 。
　 こ の こ と に よ り 、 ア ク チ ュ エ ー タ １ ２ は 、 付 勢 部 材 １ ３ の 付 勢 力 で 、 他 端 部 側 １ ２ ｃ が
上 方 に 押 し 上 げ ら れ て 、 図 ３ に 示 す よ う な 、 初 期 状 態 に 自 動 復 帰 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の よ う な 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の ス イ ッ チ 装 置 １ １ は 、 作 動 部 材 ６ を 矢 印 Ｄ の 一
方 向 に 移 動 さ せ る こ と で 、 付 勢 部 材 １ ３ が 反 転 し て ス イ ッ チ 操 作 部 ５ を 迅 速 に 押 し 込 む こ
と が で き る 。
　 ま た 、 凸 部 １ ２ ｄ を 押 圧 し て 付 勢 部 材 １ ３ が 反 転 し た 状 態 の 作 動 部 材 ６ を 、 矢 印 Ｄ と 反
対 方 向 の 他 方 向 に 戻 す こ と で 、 付 勢 部 材 １ ３ が 図 ４ に 示 す 状 態 に 復 帰 し て 、 ア ク チ ュ エ ー
タ １ ２ を 迅 速 に 初 期 状 態 に 復 帰 さ せ る こ と が で き る 。
　 そ の た め に 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 よ り も 、 更 に ス イ ッ チ ン
グ 操 作 時 の 応 答 速 度 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 尚 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 で は 、 付 勢 部 材 １ ３ が ア ク チ ュ エ ー タ １ ２ の 他 端 部 側 １
２ ｃ を 切 り 曲 げ し て 、 ア ク チ ュ エ ー タ １ ２ に 一 体 化 し た も の で 説 明 し た が 、 ア ク チ ュ エ ー
タ １ ２ と は 別 部 材 の コ イ ル バ ネ 等 の 付 勢 部 材 （ 図 示 せ ず ） を 、 筐 体 ２ の 一 方 の 側 壁 ２ ａ と
ア ク チ ュ エ ー タ １ ２ と の 間 に 配 設 し た も の で も 良 い 。
  ま た 、 付 勢 部 材 １ ３ の 自 由 端 部 を 当 接 部 材 １ ４ の ス ト ッ パ 部 １ ４ ａ に 当 接 さ せ た も の で
説 明 し た が 、 当 接 部 材 １ ２ を 配 設 し な い で 、 付 勢 部 材 １ ３ の 自 由 端 部 を 筐 体 ２ の 一 方 の 側
壁 ２ ａ に 直 接 弾 性 付 勢 す る よ う に し た も の で も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 ０ ０ ３ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の ス イ ッ チ 装 置 を 説 明 す る 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 動 作 を 説 明 す る 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の ス イ ッ チ 装 置 を 説 明 す る 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の 動 作 を 説 明 す る 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ３ の 動 作 を 説 明 す る 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の ス イ ッ チ 装 置 を 説 明 す る 側 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ の 動 作 を 説 明 す る 側 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
１ 　 第 １ の 実 施 の 形 態 の ス イ ッ チ 装 置
２ 　 筐 体
２ ａ 　 一 方 の 側 壁
２ ｂ 　 他 方 の 側 壁
２ ｃ 　 回 動 支 持 部 　
３ 　 端 子 部
４ 　 ア ク チ ュ エ ー タ
４ ａ 　 一 端 部 側
４ ｂ 　 支 持 部
４ ｃ 　 他 端 部 側
４ ｄ 　 凸 部
５ 　 ス イ ッ チ 操 作 部
６ 　 作 動 部 材
１ １ 　 第 ２ の 実 施 の 形 態
１ ２ 　 ア ク チ ュ エ ー タ
１ ２ ａ 　 一 端 部 側
１ ２ ｂ 　 支 持 部
１ ２ ｃ 　 他 端 部 側
１ ２ ｄ 　 凸 部
１ ３ 　 付 勢 部 材
１ ４ 　 当 接 部 材
１ ４ ａ 　 ス ト ッ パ 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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